
 

 

 

 

 

  

  三連水車がぐんぐん回り始めました。６・１７（水） 

360年前に作られた朝倉地域の田を潤す堀川に

水車がかけられてからおよそ 230年、5年毎に新

しくつくられる菱野の三連水車、三島と久重の二

連水車が今年も力強くまわり、堀川よりも高い位

置にある田に水を行き渡らせ始めました。堀川の

水を使う水田では、早速田植えが始まっていま

す。 

 三連水車や二連水車が回りだすのは毎年 6月

17日と決まっていて、水を筑後川から取り入れる

場所にある水神社で今年の安全な利用と豊作を祈る神事のあと、水門が大きく開けられ、

堀川にたくさんの水が流れ込み始めます。 

 三連水車のところでも徐々に水かさが増していきますが、なかなか水車は回ってくれま

せん。ギギギと音がしてちょっと動き始めるのですが、まだ回転のエネルギーが不足して

すぐに止まってしまいます。そこで力を発揮するのが大福幼稚園の園児の応援の声での後

押しです。「が～んばれ！」「が～んばれ！」そ

の声に応えるかのように水車もギギギと動きを

開始します。水車が動き始めるのは一年に一回

だけ。動き始めまでの「ドラマ」は感動的で

す。毎年、お盆ごろにはライトアップされた水

車が見られ、10月半ばまで休むことなくまわ

り続けてくれます。 

 今日も報道関係の方がたくさん取材に見えて

ありました。夕方のニュースなどで通水式の様子

が報道されるかもしれません。お楽しみに。 

よく考えられた柄杓の大きさと柄杓にある一工夫・・・なぜ樋に水が落ちていくの？ 

 朝倉の水車が水をくみ上げる様子を

見ていると、くみ上げた水のほとんどが

樋に流れ込んでいくことが分かります。 

 堀川の水を汲んだ柄杓は樋の高さよ

り上に来ると柄杓の中の水を樋に落と

し始めます。水車のてっぺんが近づくに

つれ吐き出される水の量は増えていき、 

そこを過ぎると柄杓の中に残った少し

の水を樋の中に落とし、また、水をくみ上げるために堀川のなかへ

消えていきます。水車に取り付けられた柄杓の大きさと絶妙な角度

のなせる業です。それでも、なぜ水車の外側にある樋に水が落ちて

いくのか・・・それは柄杓一角に取り付けられた小さな五角形の板の

働きで柄杓の水を余すことなく樋に流し込んでいるのです。 

 水車を作った先人の知恵には敬服しかありません。 

名前を書いて６月１９日（金）朝までに提出してください。 

名前 ２２日（月） ２３日（火） ２４日（水） ２５日（木） ２６日（金） ２７日（土） 

登園時の便 未満児不可 未満児不可 未満児不可 未満児不可 未満児不可  

午後 3時過ぎの便     未満児不可  
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